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は じ め に

小学生作品コンクールは、1973年度の第1回開催以来、今年度で46回目

（46年度目）を迎えることができました。今回は、作文153点、版画1,450点、

合計1,603点の素晴らしい作品をお寄せいただきました。当コンクールに

向けて、一生懸命作文を書き版画を作り、応募くださった皆さん、本当に

ありがとうございました。

今回の作文のテーマは「どきどき・わくわくしたこと」でした。皆さん

の普段の学校生活や各ご家庭の中で感じた驚きや感動が、ひとつひとつ言

葉として彩り鮮やかに表現されており、まるで皆さんと一緒にどきどき・

わくわくを体験しているかのような気持ちになる、いきいきとした作品の

数々をお寄せいただきました。

版画は今年度も「自由課題」でした。今年の干支のいのししをはじめ、

愛らしい犬や猫などの動物、風景画から空想上の生き物、抽象画や自画像

など、多種多彩なテーマと自由自在な発想がそれぞれの作品に詰め込まれ

ていました。また、紙版画や木版画、単色の作品や多色の作品など、素材

や色を上手に使い、さまざまな技法で制作いただきました。

本来は皆さんからご応募いただいた作文・版画の作品のすべてをご紹介

したいところですが、紙面の都合上、作文・版画の金賞・銀賞に輝いた31点

のみとさせていただいております。ご容赦ください。

最後になりますが、審査いただいた先生方をはじめ、ご後援いただいた

東京都教育委員会、応募にあたりご指導およびとりまとめをいただいた先

生方、そのほかご協力いただいた皆さまに心より御礼申し上げます。

全労済東京推進本部
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喜
び
と
笑
顔
に
満
ち
た
表
彰
式

二
月
二
十
四
日
（
日
）
十
時
三
十
分
よ
り
、
全
労
済
東
京
推
進
本
部
・

三
階
会
議
室
に
お
い
て
、
第
四
十
六
回
全
労
済
東
京
小
学
生
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
に
は
、
作
文
・
版
画

の
金
賞
・
銀
賞
入
賞
者
三
十
一
名
と
、
そ
の
ご
家
族
や
ご
指
導
さ
れ
た

先
生
方
、
総
勢
一
〇
四
名
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

表
彰
式
は
、
全
労
済
東
京
推
進
本
部
の
髙
須
則
幸
本
部
長
の
挨
拶
で

始
ま
り
、
そ
の
後
、
入
賞
者
一
人
一
人
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
の
皆
さ
ん
は
緊
張
し
な
が
ら
も
、
堂
々
と
表
彰
状
を
受
け
取
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
作
文
の
部
入
賞
者
を
代
表
し
て
、
東
京
都
の
コ
ン
ク
ー
ル

で
金
賞
を
受
賞
さ
れ
、
中
央
コ
ン
ク
ー
ル
（
関
東
を
中
心
と
し
た
一
都

九
県
）
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
成
蹊
小
学
校
四
年
生
の
小
林
珠
梨

さ
ん
に
よ
る
代
表
朗
読
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
林
さ
ん
は
、
感
情
を
込

め
て
元
気
良
く
丁
寧
に
作
文
を
読
み
上
げ
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
作
文
の
審
査
を
担
当
さ
れ
た
宮
嵜
光
次
郎
先
生
と
版
画
の

審
査
を
担
当
さ
れ
た
齋
藤
貴
子
先
生
に
そ
れ
ぞ
れ
の
講
評
を
い
た
だ
き
、

作
文
や
版
画
な
ど
の
創
作
活
動
を
通
し
て
発
見
す
る
こ
と
や
工
夫
し
て

み
る
こ
と
の
大
切
さ
、
自
分
自
身
の
思
い
や
考
え
を
持
っ
て
表
現
す
る

こ
と
の
楽
し
さ
や
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

閉
会
後
、
作
文
・
版
画
の
部
門
ご
と
に
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

全
労
済
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ピ
ッ
ト
く
ん
」
も
登
場
し
、
緊
張
も
ほ

ぐ
れ
た
の
か
喜
び
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
た
撮
影
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
東
京
・
四
谷
三
丁
目
の
「
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ａ
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ　

ラ
ン

プ
坂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
に
て
、
二
月
十
三
日
か
ら
二
月
二
十
日
ま
で
金
賞
・

銀
賞
・
銅
賞
の
作
品
の
展
示
会
を
開
催
し
、
多
く
の
方
々
に
受
賞
作
品

を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

挨拶する髙須本部長
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受
賞
者
の
皆
さ
ん

表
彰
式
の
様
子

少し緊張気味の受賞者の皆さん。

審査員の先生方に講評をして
いただきました。
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表彰式の会場に
受賞作品を
展示しました。

作文の部を代表して受賞作品を朗読しました。



作文の部  受賞者の皆さん

版画の部  受賞者の皆さん
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そ
う
し
う
ま
れ
る･･････････････････････････････････････････

足
立
区
立
千
寿
常
東
小
学
校
（
１
年
）	

鈴す
ず
き木

　
百も

も
か佳

さ
ん

二
つ
の
ド
キ
ド
キ･･････････････････････････････････････････････

足
立
区
立
千
寿
小
学
校
（
２
年
）	

大お
お
つ
き槻

　
建た

け
と人

さ
ん

す
て
き
な
日
本
の
文
化
に
ふ
れ
て･･････････････････････････････

中
央
区
立
明
石
小
学
校
（
３
年
）	

山や
ま
お尾

　
詞こ

と
は葉

さ
ん

わ
た
し
色･･････････････････････････････････････････････････････････････

成
蹊
小
学
校
（
４
年
）	

小こ
ば
や
し林

　
珠し

ゅ
り梨

さ
ん

一
振
り
に
込
め
た
願
い････････････････････････････････････････

台
東
区
立
谷
中
小
学
校
（
５
年
）	

中な
か
や
ま山

　
志し

き輝
さ
ん

ド
キ
ド
キ
・
ワ
ク
ワ
ク
パ
テ
ィ
シ
エ
選
手
権･･･････････････････

光
塩
女
子
学
院
初
等
科
（
６
年
）	

山や
ま
ぐ
ち口

　
瑠る

か花
さ
ん

た
の
し
か
っ
た
な　
な
つ
や
す
み･･････････････････････････････

新
宿
区
立
市
谷
小
学
校
（
１
年
）	

鈴す
ず
き木

　
瑛て

る
よ
し和

さ
ん

わ
く
わ
く
・
ド
キ
ド
キ
お
あ
い
手
活
ど
う････････････

東
京
学
芸
大
学
附
属
世
田
谷
小
学
校
（
２
年
）	

井い
の
う
え上

　
ミ
モ
ザ
さ
ん

将
棋
イ
ベ
ン
ト
の
日･･･････････････････････････････････････････････････

明
星
小
学
校
（
３
年
）	

小こ
ば
や
し林

　
由ゆ

う
さ
く作

さ
ん

ド
キ
ド
キ
す
る
カ
ブ
ト
ム
シ
と
の
毎
日････････････････････････

光
塩
女
子
学
院
初
等
科
（
４
年
）	

小こ
や
ま山

　
愛あ

い
り莉

さ
ん

江
戸
風
鈴
の
わ
く
わ
く
体
験･･･････････････････････････････････

光
塩
女
子
学
院
初
等
科
（
４
年
）	

鮫さ
め
し
ま島

　
麻ま

り

な

里
菜
さ
ん

達
成
感
を
感
じ
る･･････････････････････････････････････････････

練
馬
区
立
泉
新
小
学
校
（
５
年
）	

菊き
く
ち地

　
こ
こ
ろ
さ
ん

空
か
ら
の
贈
り
物･･････････････････････････････････････････････

光
塩
女
子
学
院
初
等
科
（
６
年
）	

宮み
や
た田

　
侑ゆ

き季
さ
ん

わ
く
わ
く
す
る
事･･････････････････････････････････････････････

目
黒
星
美
学
園
小
学
校
（
６
年
）	

伊い
と
う藤

　
百ゆ

り合
さ
ん

１
人
で
の
る
ひ
こ
う
き････････････････････････････････････････

大
田
区
立
山
王
小
学
校
（
１
年
）	

田た
な
か中

　
夏な

つ
ね音

さ
ん

一
い
だ
っ
た
う
ん
ど
う
か
い･･･････････････････････････････････････

帝
京
大
学
小
学
校
（
１
年
）	

平ひ
ら
た田

　
彩あ

や
か華

さ
ん

と
く
べ
つ
な
ア
イ
ス
シ
ョ
ー･･･････････････････････････････
東
久
留
米
市
立
第
二
小
学
校
（
１
年
）	

安や
す
い井

　
咲さ

き季
さ
ん

た
か
ら
く
じ
に
当
た
っ
た
ら･･･････････････････････････････････
目
黒
星
美
学
園
小
学
校
（
１
年
）	

川か
わ
さ
き崎

　
洋よ

う
へ
い平

さ
ん

金
賞

銀
賞

銅
賞
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音
楽
室
の
大
き
な
ピ
ア
ノ････････････････････････････････････

足
立
区
立
東
渕
江
小
学
校
（
２
年
）	

樋ひ
ぐ
ち口

　
文あ

や
ね音

さ
ん

ど
き
ど
き
わ
く
わ
く
し
た
こ
と････････････････････････････････

光
塩
女
子
学
院
初
等
科
（
２
年
）	

岡お
か

　
海み

え英
さ
ん

は
が
ぬ
け
た･･･････････････････････････････････････････････････

光
塩
女
子
学
院
初
等
科
（
２
年
）	

鈴す
ず
き木

　
芭は

な奈
さ
ん

ド
キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
し
た
リ
レ
ー･･････････････････････････････

光
塩
女
子
学
院
初
等
科
（
２
年
）	

中な
か
む
ら村

　
翠す

い

さ
ん

ぼ
く
の
バ
イ
オ
リ
ン･･･････････････････････････････････････････

目
黒
星
美
学
園
小
学
校
（
２
年
）	

佐さ
と
う当

　
泰た

い
ち地

さ
ん

こ
の
夏
一
番
の
思
い
出････････････････････････････････････････

足
立
区
立
千
寿
小
学
校
（
３
年
）	

関せ
き

　
日ひ

い

な

衣
菜
さ
ん

待
っ
て
て
ね
。
一
年
生････････････････････････････････････････

光
塩
女
子
学
院
初
等
科
（
３
年
）	

御み

そ

の

う

園
生
　
な
ぎ
さ
さ
ん

私
が
ど
き
ど
き
し
た
こ
と･･････････････････････････････････････

新
宿
区
立
市
谷
小
学
校
（
３
年
）	

山や
ま
だ田

　
千せ

り

か

凜
花
さ
ん

ど
き
ど
き
わ
く
わ
く
す
る
事･･･････････････････････････････････

目
黒
星
美
学
園
小
学
校
（
３
年
）	

草く
さ
な
ぎ薙

　
深み

お央
さ
ん

ぼ
く
は
面
白
い
め
し
使
い･･････････････････

東
京
都
立
大
塚
ろ
う
学
校　
城
東
分
教
室
小
学
部
（
４
年
）	

天あ
ま
の野

　
奏か

な
と音

さ
ん

十
五
人
の
仲
間
と
と
も
に･･････････････････････････････････････････････

桐
朋
小
学
校
（
４
年
）	

佐さ

さ

き々木
　
恵け

い
た大

さ
ん

ド
キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
ホ
ー
ム
ス
テ
イ･･･････････････････････････

目
黒
星
美
学
園
小
学
校
（
４
年
）	

茨ば
ら
だ田

　
侑ゆ

う
な奈

さ
ん

小
さ
な
１
人
旅････････････････････････････････････････････････

光
塩
女
子
学
院
初
等
科
（
５
年
）	

髙た
か
は
し橋

　
い
と
さ
ん

ど
き
ど
き
わ
く
わ
く
の
力･･････････････････････････････････････

光
塩
女
子
学
院
初
等
科
（
５
年
）	

竹た
け
む
ら村

　
舞ま

い
か佳

さ
ん

初
め
て
の
宿
泊
学
習･･･････････････････････････････････････････

墨
田
区
立
業
平
小
学
校
（
５
年
）	

垂た
る
み水

　
愛え

な奈
さ
ん

ソ
ー
ラ
ン
節
が
教
え
て
く
れ
た
事･･････････････････････････････

練
馬
区
立
泉
新
小
学
校
（
５
年
）	

日ひ

が

く

ぼ

ヶ
久
保
　
り
さ
さ
ん

う
れ
し
か
っ
た
初
め
て
の
ソ
ロ････････････････････････････

東
久
留
米
市
立
第
二
小
学
校
（
５
年
）	

細ほ
そ
だ田

　
陽ひ

ま
り葵

さ
ん

地
球
の
生
き
物････････････････････････････････････････････････

光
塩
女
子
学
院
初
等
科
（
６
年
）	

松ま
つ
の野

　
ゆ
り
さ
ん

友
情
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
騎
馬
戦････････････････････････････
帝
京
大
学
小
学
校
（
６
年
）	

ム
サ
ヴ
ィ
　
ア
ミ
ラ
リ
ー
さ
ん

憧
れ
の
雪･･････････････････････････････････

東
京
都
立
大
塚
ろ
う
学
校　
城
東
分
教
室
小
学
部
（
６
年
）	

成な
る
せ瀬

　
琥こ

た

ろ

う

太
朗
さ
ん

コンクール入賞者



10

金
賞

そ
う
し
う
ま
れ
る

足
立
区
立
千
寿
常
東
小
学
校
（
１
年
）　　

鈴す
ず
き木

　
百も

も
か佳

さ
ん



作文の部作文の部作文の部作文の部

11

選
評

せ
ん

　
 ぴ
ょ
う

弟
お
と
う
とが
生う

ま
れ
た
こ
と
に
ど
き
ど

き
・
わ
く
わ
く
し
て
い
る
こ
と
が
書か

き
出だ

し
か
ら
も
伝つ

た

わ
り
ま
す
。
途と

中ち
ゅ
う「
弟

お
と
う
とが
生う

ま
れ
て
家か

族ぞ
く

は
忙い

そ
が

し
く

な
っ
た
」
と
大た

い

変へ
ん

さ
に
ふ
れ
る
中な

か

で
、

家か

族ぞ
く

に
起お

こ
っ
た
プ
ラ
ス
の
変へ

ん

化か

に

気き

付づ

い
た
と
こ
ろ
が
鈴す

ず

木き

さ
ん
の
素す

敵て
き

な
気き

付づ

き
だ
と
感か

ん

じ
ま
す
。
弟

お
と
う
とを

大た
い

切せ
つ

に
思お

も

う
気き

持も

ち
や
妹

い
も
う
とや
家か

族ぞ
く

と

の
関か

ん

係け
い

な
ど
素す

直な
お

に
気き

持も

ち
が
読よ

み

手て

を
温あ

た
た

か
な
気き

持も

ち
に
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。
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金
賞

二
つ
の
ド
キ
ド
キ

足
立
区
立
千
寿
小
学
校
（
２
年
）　　

大お
お
つ
き槻

　
建た

け
と人

さ
ん



作文の部作文の部作文の部作文の部

13



14

選
評

せ
ん

　
 ぴ
ょ
う

多お
お

く
の
自し

然ぜ
ん

に
囲か

こ

ま
れ
た
い
つ
も

と
違ち

が

う
家い

え

で
、
家か

族ぞ
く

と
お
泊と

ま

り
を
す

る
楽た

の

し
い
一い

ち

日に
ち

。
そ
の
家い

え

か
ら
、
み

ん
な
に
ば
れ
な
い
様よ

う

に
抜ぬ

け
出だ

し
て

釣つ

り
に
行い

く
と
い
う
「
大だ

い

冒ぼ
う

険け
ん

」
の

ド
キ
ド
キ
が
ま
っ
す
ぐ
に
伝つ

た

わ
っ
て

く
る
、
臨り

ん
じ
ょ
う
か
ん

場
感
あ
ふ
れ
る
文ぶ

ん

章し
ょ
うで
す
。

ま
た
、
そ
の
冒ぼ

う

険け
ん

を
経へ

て
大お

お

き
く
成せ

い

長ち
ょ
うし
た
様よ

う

子す

が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
様さ

ま

々ざ
ま

な
感か

ん

動ど
う

を
大た

い

切せ
つ

に
し
て

成せ
い

長ち
ょ
うし
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。



作文の部作文の部作文の部作文の部

15

金
賞

す
て
き
な

日
本
の
文
化
に
ふ
れ
て

中
央
区
立
明
石
小
学
校
（
３
年
）　　

山や
ま
お尾

　
詞こ

と
は葉

さ
ん
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選
評

せ
ん

　
 ぴ
ょ
う

胸む
ね

の
鼓こ

動ど
う

。
墨す

み

の
独ど

く

特と
く

な
香か

お

り
。

静し
ず

ま
り
か
え
っ
た
教

き
ょ
う

室し
つ

。
初は

じ

め
て
の

書し
ょ

写し
ゃ

の
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うの
ど
き
ど
き
感か

ん

を
全ぜ

ん

身し
ん

で
感か

ん

じ
取と

っ
た
山や

ま

尾お

さ
ん
。
教お

そ

わ
っ

た
「
ト
ン
ッ
、
ス
ー
ト
ン
ッ
」
の
リ

ズ
ム
を
『
魔ま

法ほ
う

の
呪じ

ゅ

文も
ん

』
と
見み

事ご
と

な
比ひ

喩ゆ

で
表あ

ら
わ

す
感か

ん

性せ
い

が
素す

敵て
き

で
す
。

２
０
２
０
年ね

ん

の
東と

う

京き
ょ
うオ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向む

け
て
も
、
日に

っ

本ぽ
ん

の
文ぶ

ん

化か

の
素す

晴ば

ら
し
さ
を
体た

い

験け
ん

す
る
こ
と
知し

る
こ
と

は
大た

い

切せ
つ

で
す
ね
。
是ぜ

非ひ

こ
れ
か
ら
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続つ

づ

け
て
く
だ
さ
い
。



作文の部作文の部作文の部作文の部

17

金
賞

わ
た
し
色

成
蹊
小
学
校
（
４
年
）　　

小こ
ば
や
し林

　
珠し

ゅ
り梨

さ
ん



18



作文の部作文の部作文の部作文の部

19

選
評

せ
ん

　
 ぴ
ょ
う

世よ

の
中な

か

に
は
沢た

く

山さ
ん

の
驚お

ど
ろ

き
や
感か

ん

動ど
う

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
嫌い

や

な
こ
と

や
辛つ

ら

い
こ
と
も
多お

お

く
あ
り
ま
す
。
そ

の
中な

か

で
「
勇ゆ

う

気き

を
出だ

し
て
」
前ま

え

に
進す

す

む
こ
と
の
大た

い

切せ
つ

さ
を
教お

し

え
て
く
れ
る

作さ
く

品ひ
ん

で
す
。
ま
た
、
小こ

林ば
や
しさ
ん
の
気き

持も

ち
が
、
家か

族ぞ
く

の
言こ

と

葉ば

や
自じ

身し
ん

の
勇ゆ

う

気き

に
よ
っ
て
変か

わ
っ
て
い
き
、
そ
れ

が
友と

も

達だ
ち

に
伝つ

た

わ
っ
て
い
く
話は

な
し

の
構こ

う

成せ
い

も
素す

晴ば

ら
し
い
で
す
。
是ぜ

非ひ

、
こ
れ

か
ら
も
自じ

分ぶ
ん

ら
し
さ
を
大だ

い

事じ

に
し
て

く
だ
さ
い
。



20

金
賞

一
振
り
に
込
め
た
願
い

台
東
区
立
谷
中
小
学
校
（
５
年
）　　

中な
か
や
ま山

　
志し

き輝
さ
ん



作文の部作文の部作文の部作文の部

21
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選
評

せ
ん

　
 ぴ
ょ
う

書か

き
出だ

し
の
気き

合あ

い
の
言こ

と

葉ば

、
短み

じ

い
文ぶ

ん

で
綴つ

づ

ら
れ
る
中な

か

山や
ま

さ
ん
の
思お

も

い

や
練れ

ん

習し
ゅ
うの
振ふ

り
返か

え

り
が
決け

っ
し
ょ
う
せ
ん

勝
戦
に
向む

け
た
決け

つ

意い

を
読よ

み
手て

に
伝つ

た

え
ま
す
。

非ひ

常じ
ょ
うに
テ
ン
ポ
感か

ん

が
よ
く
一い

っ

瞬し
ゅ
んで
文ぶ

ん

に
惹ひ

き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。「
試し

合あ
い

ま

で
」「
試し

合あ
い

中ち
ゅ
う」「
こ
れ
か
ら
」
と
分わ

か
り
や
す
い
構こ

う

成せ
い

で
中な

か

山や
ま

さ
ん
の
心し

ん

情
じ
ょ
う

変へ
ん

化か

が
分わ

か
り
ま
す
。
来ら

い

年ね
ん

は
頂

ち
ょ
う

点て
ん

に
立た

っ
て
ほ
し
い
と
心こ

こ
ろ

か
ら
応お

う

援え
ん

し
た
く
な
る
作さ

く

品ひ
ん

で
し
た
。



作文の部作文の部作文の部作文の部
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金
賞

ド
キ
ド
キ
・
ワ
ク
ワ
ク

パ
テ
ィ
シ
エ
選
手
権

光
塩
女
子
学
院
初
等
科
（
６
年
）　　

山や
ま
ぐ
ち口

　
瑠る

か花
さ
ん



24



作文の部作文の部作文の部作文の部

25

選
評

せ
ん

　
 ぴ
ょ
う

「
相あ

い

手て

を
笑え

顔が
お

に
」
す
る
た
め
に
、

多お
お

く
の
失し

っ

敗ぱ
い

、
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
工く

夫ふ
う

を
繰く

り
返か

え

し
、
お
菓か

子し

作づ
く

り
を
行

お
こ
な

っ

て
い
る
山や

ま

口ぐ
ち

さ
ん
。
家か

族ぞ
く

と
の
関か

か

わ

り
を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
、
少す

く

な
く
と
も
二に

年ね
ん

間か
ん

に
渡わ

た

る
努ど

力り
ょ
くが
丁て

い

寧ね
い

に
分わ

か
り
や
す

く
描え

が

か
れ
て
お
り
、
思お

も

わ
ず
応お

う

援え
ん

し

た
く
な
る
文ぶ

ん

章し
ょ
うで
す
。
こ
の
お
菓か

子し

を
作つ

く

る
た
め
に
話は

な

し
合あ

い
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
日ひ

び々

は
、
ま
さ
に
人じ

ん

生せ
い

の

「
宝

た
か
ら

物も
の

」
で
す
ね
。



26

銀
賞

た
の
し
か
っ
た
な

な
つ
や
す
み

新
宿
区
立
市
谷
小
学
校
（
１
年
）　　

鈴す
ず
き木

　
瑛て

る
よ
し和

さ
ん



作文の部作文の部作文の部作文の部
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作文の部作文の部作文の部作文の部

29

銀
賞

わ
く
わ
く
・
ド
キ
ド
キ

お
あ
い
手
活
ど
う

東
京
学
芸
大
学
附
属
世
田
谷
小
学
校
（
２
年
）　　

井い
の
う
え上

　
ミ
モ
ザ
さ
ん
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作文の部作文の部作文の部作文の部

31



32

銀
賞

将
棋
イ
ベ
ン
ト
の
日

明
星
小
学
校
（
３
年
）　　

小こ
ば
や
し林

　
由ゆ

う
さ
く作

さ
ん



作文の部作文の部作文の部作文の部

33



34

銀
賞

ド
キ
ド
キ
す
る

カ
ブ
ト
ム
シ
と
の
毎
日

光
塩
女
子
学
院
初
等
科
（
４
年
）　　

小こ
や
ま山

　
愛あ

い
り莉

さ
ん



作文の部作文の部作文の部作文の部

35



36



作文の部作文の部作文の部作文の部

37

銀
賞

江
戸
風
鈴
の
わ
く
わ
く
体
験
光
塩
女
子
学
院
初
等
科
（
４
年
）　　

鮫さ
め
し
ま島

　
麻ま

り

な

里
菜
さ
ん



38



作文の部作文の部作文の部作文の部

39



40

銀
賞

達
成
感
を
感
じ
る

練
馬
区
立
泉
新
小
学
校
（
５
年
）　　

菊き
く
ち地

　
こ
こ
ろ
さ
ん



作文の部作文の部作文の部作文の部

41



42

銀
賞

光
塩
女
子
学
院
初
等
科
（
６
年
）　　

宮み
や
た田

　
侑ゆ

き季
さ
ん

空
か
ら
の
贈
り
物



作文の部作文の部作文の部作文の部
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44



作文の部作文の部作文の部作文の部

45

銀
賞

わ
く
わ
く
す
る
事

目
黒
星
美
学
園
小
学
校
（
６
年
）　　

伊い
と
う藤

　
百ゆ

り合
さ
ん



46



47

作文の審査を終えて
審査員の先生〈敬称略〉 �宮

みやざき

嵜 光
こ う じ ろ う

次郎　清瀬市立清瀬第十小学校教諭（東京都小学校国語教育研究会）�
臂
ひじ

 　美
み さ と

沙都　練馬区立高松小学校教諭（東京都小学校国語教育研究会）

今こ

年と
し

の
作さ

く

文ぶ
ん

テ
ー
マ
は
「
ど
き
ど
き
・

わ
く
わ
く
し
た
こ
と
」。
応お

う

募ぼ

さ
れ
た

作さ
く

品ひ
ん

は
、
ど
れ
も
み
な
さ
ん
が
実じ

っ

際さ
い

に

体た
い

験け
ん

し
た
こ
と
が
一い

っ
し
ょ
う
け
ん
め
い

生
懸
命
に
綴つ

づ

ら
れ

て
い
て
、
た
く
さ
ん
の
ど
き
ど
き
わ
く

わ
く
が
詰つ

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

低て
い

学が
く

年ね
ん

の
作さ

く

品ひ
ん

に
は
、
家か

庭て
い

や
学が

っ

校こ
う

で
過す

ご
す
中な

か

で
感か

ん

じ
た
こ
と
が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
書か

か
れ
て
い
ま
し
た
。
家か

族ぞ
く

と
の
旅り

ょ

行こ
う

。
初は

じ

め
て
の
運う

ん

動ど
う

会か
い

。
二に

年ね
ん

生せ
い

に
な

り
年と

し

下し
た

の
一い

ち

年ね
ん

生せ
い

を
初は

じ

め
て
迎む

か

え
る
瞬

し
ゅ
ん

間か
ん

。
初は

じ

め
て
体た

い

験け
ん

し
た
こ
と
へ
の
素す

直な
お

な
感か

ん

動ど
う

が
伝つ

た

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
へ
の
喜よ

ろ
こ

び
を
表

あ
ら
わ

す
文ぶ

ん

章し
ょ
うに
、
力

ち
か
ら

強づ
よ

さ
を
感か

ん

じ
ま
し
た
。

中ち
ゅ
う
が
く
ね
ん

学
年
の
作さ

く

品ひ
ん

に
は
、
学が

っ

校こ
う

の
友と

も

達だ
ち

や
習な

ら

い
事ご

と

、
家い

え

で
飼か

っ
て
い
る
ペ
ッ
ト

な
ど
身み

近ぢ
か

な
人ひ

と

と
の
様さ

ま

々ざ
ま

な
関か

か

わ
り
の

中な
か

で
気き

付づ

い
た
ど
き
ど
き
わ
く
わ
く
が

多お
お

く
あ
り
ま
し
た
。
読よ

み
手て

を
惹ひ

き
付つ

け
る
題だ

い

名め
い

の
工く

夫ふ
う

や
比ひ

喩ゆ

の
数か

ず

々か
ず

に

「
お
見み

事ご
と

」
と
思お

も

わ
ず
笑え

顔が
お

に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

高こ
う

学が
く

年ね
ん

の
作さ

く

品ひ
ん

は
、
自み

ず
か

ら
が
決き

め
た

目も
く

標ひ
ょ
うに
向む

け
て
葛か

っ

藤と
う

す
る
よ
う
な
ど
き

ど
き
が
多お

お

く
あ
り
ま
し
た
。
葛か

っ

藤と
う

を
乗の

り
越こ

え
る
た
め
に
は
何な

に

が
必ひ

つ

要よ
う

な
の

か
。
ど
う
し
た
ら
も
っ
と
よ
い
結け

っ

果か

に

つ
な
が
る
の
か
。
自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

と
向む

き
合あ

い
解か

い

決け
つ

策さ
く

を
探さ

ぐ

り
、
そ
し
て
、
さ
ら
に

や
り
通と

お

そ
う
と
努ど

力り
ょ
くす
る
姿す

が
た

が
目め

に
浮う

か
び
、
応お

う

援え
ん

し
た
い
と
い
う
気き

持も

ち
に

な
り
ま
し
た
。

思お
も

い
を
言こ

と

葉ば

に
す
る
こ
と
は
意い

外が
い

と

難む
ず
かし
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
文ぶ

ん

の
巧

た
く
み

さ
以い

上じ
ょ
うに
ど
の
応お

う

募ぼ

作さ
く

品ひ
ん

か
ら
も
「
伝つ

た

え
た
い
」
と
い
う
思お

も

い
が
強つ

よ

く
感か

ん

じ
ら

れ
、
読よ

み
手て

と
し
て
も
、
ど
き
ど
き
わ

く
わ
く
の
連れ

ん

続ぞ
く

で
し
た
。

生せ
い

活か
つ

す
る
中な

か

で
、
私わ

た
し

た
ち
は
多お

お

く
の

ど
き
ど
き
わ
く
わ
く
を
体た

い

験け
ん

し
ま
す
。

そ
の
感か

ん

情じ
ょ
うは
、
き
れ
い
な
絵え

の
具ぐ

で
色い

ろ

付づ

け
す
る
よ
う
に
、
自じ

分ぶ
ん

の
生せ

い

活か
つ

や
感か

ん

情じ
ょ
うを
色い

ろ

鮮あ
ざ

や
か
な
も
の
に
し
て
く
れ
る

も
の
で
す
。
こ
れ
だ
け
の
思お

も

い
の
伝つ

た

え

ら
れ
る
み
な
さ
ん
は
、
き
っ
と
こ
れ
か

ら
も
、
体た

い

験け
ん

や
発は

っ

見け
ん

か
ら
色い

ろ

々い
ろ

な
こ
と

を
感か

ん

じ
、
考か

ん
が

え
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。

素す

敵て
き

な
思お

も

い
を
大た

い

切せ
つ

に
、
こ
れ
か
ら
も

「
書か

く
こ
と
」
で
伝つ

た

え
る
こ
と
を
楽た

の

し

ん
で
ほ
し
い
と
願ね

が

っ
て
い
ま
す
。

審査中の宮嵜光次郎先生（左）、臂美沙都先生（右）
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日
本
で
い
ち
ば
ん
た
か
い
山
ふ
じ
山･････････････････････････

世
田
谷
区
立
山
野
小
学
校
（
１
年
）	

川か
わ
し
ま島

　
陸り

く

さ
ん

魚
ム
シ
ャ
ム
シ
ャ　
カ
ワ
ウ
ソ
く
ん･･････････････････

東
京
学
芸
大
学
附
属
小
金
井
小
学
校
（
２
年
）	

石い
し
ぐ
れ榑

　
ま
い
さ
ん

森
の
カ
ブ
ト
ム
シ････････････････････････････････････････････

世
田
谷
区
立
山
野
小
学
校
（
３
年
）	

武た
け
だ田

　
清き

よ
か
ど廉

さ
ん

１
ぴ
き
の
ト
ラ････････････････････････････････････････････

八
王
子
市
立
弐
分
方
小
学
校
（
４
年
）	

鈴す
ず
き木

　
幸ゆ

き
な和

さ
ん

い
つ
も
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
を
す
る
ね
こ
の
丸･･････････････････

瑞
穂
町
立
瑞
穂
第
四
小
学
校
（
５
年
）	

斗と
ざ
わ澤

　
彩あ

や
か花

さ
ん

夕
日
に
浮
か
ぶ
花･･････････････････････････････････････････････

足
立
区
立
栗
原
小
学
校
（
６
年
）	

佐さ
と
う藤

　
真ま

あ
や彩

さ
ん

ね
こ･････････････････････････････････････････････････････････････

絵
画
造
形
サ
ー
ク
ル
（
１
年
）	

大お
お
こ
し越

　
萌め

い衣
さ
ん

い
る
か
の
か
ぞ
く･･････････････････････････････････････････････････････

成
蹊
小
学
校
（
１
年
）	

斜な
な
も
り森

　
咲さ

き希
さ
ん

メ
ス
に
吸
収
さ
れ
る
チ
ョ
ウ
チ
ン
ア
ン
コ
ウ
の
オ
ス･･･････････

光
塩
女
子
学
院
初
等
科
（
２
年
）	

丸ま
る
や
ま山

　
凛り

ん

さ
ん

走
っ
て
い
る
イ
ノ
シ
シ･･････････････････････････････････････

世
田
谷
区
立
山
野
小
学
校
（
２
年
）	

矢や
と
う藤

　
滉こ

う
た大

さ
ん

雪
ふ
る
カ
ラ
フ
ル
な
町････････････････････････････････････

江
戸
川
区
立
東
小
岩
小
学
校
（
３
年
）	

今い
ま
む
ら村

　
瑞み

ず
き希

さ
ん

ぞ
う
の
ふ
う
ふ････････････････････････････････････････････････

中
央
区
立
常
盤
小
学
校
（
３
年
）	

山や
ま
ざ
き㟢

　
恵え

で
ん伝

さ
ん

こ
れ
が
ぼ
く
の
笑
顔･･･････････････････････････････････････

荒
川
区
立
第
五
峡
田
小
学
校
（
４
年
）	

野の

だ田
　
凌り

ょ
う
ま万

さ
ん

し
ん
ぴ
の
海･･･････････････････････････････････････････････････

中
野
区
立
啓
明
小
学
校
（
４
年
）	

吉よ
し
ざ
き㟢

　
新に

な那
さ
ん

く
ま
サ
ー
カ
ス････････････････････････････････････････････

八
王
子
市
立
弐
分
方
小
学
校
（
５
年
）	

仲な

か嘉
　
脩し

ゅ
う
ま磨

さ
ん

ク
ジ
ラ
ン
と
ゆ
か
い
な
仲
間
た
ち･･････････････････････････

瑞
穂
町
立
瑞
穂
第
四
小
学
校
（
５
年
）	

関せ
き
ぐ
ち口

　
嵐あ

ら
た大

さ
ん

祭
り
の
神
様･･･････････････････････････････････････････････････････

港
区
立
芝
小
学
校
（
６
年
）	

篠し
の
だ田

　
侑ゆ

り里
さ
ん

す
き
な
も
の
が
い
っ
ぱ
い････････････････････････････････････

世
田
谷
区
立
山
野
小
学
校
（
１
年
）	

今い
ま
む
ら村

　
真ま

お緒
さ
ん

い
ろ
い
ろ
な
色
や
か
た
ち････････････････････････････････････
世
田
谷
区
立
山
野
小
学
校
（
１
年
）	

名な
な
み波

　
彩あ

い
な花

さ
ん

ぼ
く･･･････････････････････････････････････

東
京
都
立
大
塚
ろ
う
学
校　
永
福
分
教
室
小
学
部
（
１
年
）	

三さ
え
ぐ
さ枝

　
大ひ

ろ
と翔

さ
ん

金
賞

銀
賞

銅
賞
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ぼ
く･･･････････････････････････････････････

東
京
都
立
大
塚
ろ
う
学
校　
永
福
分
教
室
小
学
部
（
１
年
）	

髙た
か
は
し橋

　
一い

っ
せ
い星

さ
ん

い
い
天
気
に
歩
い
て
い
る
ペ
ン
ギ
ン･････････････････････････

世
田
谷
区
立
山
野
小
学
校
（
２
年
）	

五ご

い

の

位
野
　
詩う

た
き生

さ
ん

ぜ
つ
め
つ
し
て
し
ま
っ
た
生
き
も
の
た
ち････････････････････

世
田
谷
区
立
山
野
小
学
校
（
２
年
）	

福ふ
く
だ田

　
昊こ

う
き生

さ
ん

う
み
に
い
る
ク
ラ
ゲ
と
子
ざ
か
な････････････････････････････

世
田
谷
区
立
山
野
小
学
校
（
２
年
）	

牧ま
き
た田

　
桃も

も
か花

さ
ん

シ
マ
シ
マ
カ
ラ
フ
ル
ざ
か
な･････････････････････････････････

世
田
谷
区
立
山
野
小
学
校
（
２
年
）	

山や
ま
だ田

　
知と

も
あ
き滉

さ
ん

雪
い
っ
ぱ
い
つ
も
っ
た
町･･････････････････････････････････

江
戸
川
区
立
東
小
岩
小
学
校
（
３
年
）	

堀ほ
り
う
ち内

　
大た

い
き暉

さ
ん

雨
の
中
の
は
ぐ
れ
た
３
頭
の
し
か･･････････････････････････････

中
央
区
立
常
盤
小
学
校
（
３
年
）	

松ま
つ
ひ
ろ廣

　
芽め

い依
さ
ん

魚
の
群
れ････････････････････････････････････････････････････

東
京
都
立
大
塚
ろ
う
学
校
（
３
年
）	

原は
ら

　
怜れ

い
な菜

さ
ん

海
の
中
の
生
き
物
は
？････････････････････････････････････････

文
京
区
立
根
津
小
学
校
（
３
年
）	

岡お
か
む
ら村

　
佳か

ほ歩
さ
ん

よ
空
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
星
と
は
く
ち
ょ
う･･･････････････････

文
京
区
立
根
津
小
学
校
（
３
年
）	

川か
わ
ば
た端

　
芙ふ

く空
さ
ん

自
分
の
か
お･･･････････････････････････････････････････････

荒
川
区
立
第
五
峡
田
小
学
校
（
４
年
）	

高た
か
は
し橋

　
り
ず
さ
ん

わ
ら
っ
た
自
分････････････････････････････････････････････

荒
川
区
立
第
五
峡
田
小
学
校
（
４
年
）	

山や
ま
ぎ
し岸

　
穂ほ

な

み

菜
美
さ
ん

が
ん
ば
れ
筆
鳥
君･･････････････････････････････････････････････

墨
田
区
立
中
川
小
学
校
（
４
年
）	

中な
か
む
ら村

　
紗さ

え愛
さ
ん

日
本
代
表
ユ
ニ
ホ
ー
ム･･････････････････････････････････････

世
田
谷
区
立
山
野
小
学
校
（
４
年
）	

畑は
た
な
か中

　
大だ

い
き輝

さ
ん

顔･･････････････････････････････････････････

東
京
都
立
大
塚
ろ
う
学
校　
城
東
分
教
室
小
学
部
（
４
年
）	

増ま
す
か
わ川

　
優ゆ

う
ま真

さ
ん

サ
ッ
カ
ー････････････････････････････････････････････････････････

絵
画
造
形
サ
ー
ク
ル
（
５
年
）	

髙た
か
は
し橋

　
侑ゆ

う
だ
い大

さ
ん

不
思
議
な
世
界･･････････････････････････････････････････････

葛
飾
区
立
こ
す
げ
小
学
校
（
５
年
）	

渡わ
た
な
べ辺

　
そ
ら
さ
ん

私･･････････････････････････････････････････
東
京
都
立
大
塚
ろ
う
学
校　
永
福
分
教
室
小
学
部
（
５
年
）	

上か
み
か
わ川

　
心こ

こ
あ愛

さ
ん

私･･････････････････････････････････････････

東
京
都
立
大
塚
ろ
う
学
校　
城
東
分
教
室
小
学
部
（
５
年
）	

原は
ら

　
健た

け
と人

さ
ん

見
取
り
図
の
世
界･･････････････････････････････････････････
福
生
市
立
福
生
第
一
小
学
校
（
５
年
）	

新あ
ら
か
き垣

　
大だ

い
す
け裕

さ
ん

日
の
出
に
咲
く
美
し
く
危
険
な
大
き
な
睡
蓮･･･････････････････
足
立
区
立
栗
原
小
学
校
（
６
年
）	

小こ
ば
や
し林

　
晃あ

き
と人

さ
ん

新
た
な
世
界･･･････････････････････････････････････････････････
足
立
区
立
平
野
小
学
校
（
６
年
）	

富と
み
ざ
わ澤

　
樹た

つ
き

さ
ん

楽
し
か
っ
た
時･･････････････････････････････････････････････

町
田
市
立
南
大
谷
小
学
校
（
６
年
）	

牧ま
き
の野

　
智と

も
み
ち陸

さ
ん

コンクール入賞者
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版画の部版画の部

金
賞

選
評

せ
ん

　
 ぴ
ょ
う

初は
じ

め
て
の
小し

ょ
う
が
っ
こ
う

学
校
で
の
夏な

つ

休や
す

み

に
、
富ふ

士じ

山さ
ん

へ
旅り

ょ

行こ
う

を
し
た
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
時と

き

の
楽た

の

し
さ
や
、

富ふ

士じ

山さ
ん

の
大お

お

き
さ
を
目ま

の
当あ

た
り
に

し
た
驚お

ど
ろ

き
が
よ
く
表あ

ら
わ

れ
て
い
ま
す

ね
。
紙か

み

で
部ぶ

品ひ
ん

を
つ
く
り
、
切き

っ
て

貼は

っ
て
版は

ん

を
つ
く
っ
て
い
ま
す
が
、

髪か
み

の
毛け

、
１
本ぽ

ん

１
本ぽ

ん

や
目め

の
瞳ひ

と
み

の
形

か
た
ち

ま
で
、
細こ

ま

か
く
つ
く
り
込こ

ま
れ
て
い

て
す
て
き
だ
な
と
思お

も

い
ま
し
た
。

日
本
で
い
ち
ば
ん
た
か
い
山

ふ
じ
山

世
田
谷
区
立
山
野
小
学
校
（
１
年
）　　

川か
わ
し
ま島

　
陸り

く

さ
ん
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版画の部版画の部

金
賞

選
評

せ
ん

　
 ぴ
ょ
う

今い
ま

、
ま
さ
に
魚さ

か
な

を
食た

べ
よ
う
と
し

て
い
る
カ
ワ
ウ
ソ
の
迫は

く

力り
ょ
くが
よ
く
伝つ

た

わ
っ
て
き
ま
す
。
カ
ワ
ウ
ソ
が
大だ

い

好す

き
で
、
よ
く
観か

ん

察さ
つ

し
た
の
で
し
ょ
う
。

紙か
み

以い

外が
い

の
材ざ

い

料り
ょ
うも
使つ

か

っ
て
、
版は

ん

を
つ

く
っ
て
い
る
の
で
、
素そ

材ざ
い

感か
ん

の
違ち

が

い

を
体か

ら
だ

と
し
っ
ぽ
、
手て

、
ひ
げ
で
分わ

け

て
表あ

ら
わ

し
て
い
る
の
も
す
ば
ら
し
い
な

と
思お

も

い
ま
し
た
。
じ
っ
と
見み

て
い
る

と
何な

ん

の
材ざ

い

料り
ょ
う

を
使つ

か

っ
て
い
る
か
分わ

か
っ
て
面お

も

白し
ろ

い
で
す
。

魚
ム
シ
ャ
ム
シ
ャ

カ
ワ
ウ
ソ
く
ん

東
京
学
芸
大
学
附
属
小
金
井
小
学
校
（
２
年
）　　

石い
し
ぐ
れ榑

　
ま
い
さ
ん
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版画の部版画の部

金
賞

選
評

せ
ん

　
 ぴ
ょ
う

紙か
み

や
緩か

ん
し
ょ
う
ざ
い

衝
材
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
材ざ

い

料り
ょ
うを
使つ

か

っ
て
、
版は

ん

を
つ
く
っ
て
い
る

の
だ
と
思お

も

い
ま
す
が
、
素そ

材ざ
い

感か
ん

を
う

ま
く
利り

用よ
う

し
て
、
木き

や
草く

さ

や
周ま

わ

り
の

様よ
う

子す

を
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

し
て
い
る
の
で
、
黒く

ろ

色い
ろ

一い
っ

色し
ょ
くで
刷す

ら
れ
て
い
る
良よ

さ
が
生い

き

て
い
ま
す
。
形か

た
ち

が
は
っ
き
り
と
表あ

ら
わ

れ

て
い
る
の
で
、
カ
ブ
ト
ム
シ
も
目め

立だ

っ
て
い
ま
す
。
夏な

つ

の
暑あ

つ

い
日ひ

に
カ

ブ
ト
ム
シ
を
見み

付つ

け
た
感か

ん

動ど
う

が
伝つ

た

わ
っ
て
く
る
作さ

く

品ひ
ん

で
す
ね
。

森
の
カ
ブ
ト
ム
シ

世
田
谷
区
立
山
野
小
学
校
（
３
年
）　　

武た

け

だ田
　
清き

よ
か
ど廉

さ
ん
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版画の部版画の部

金
賞

選
評

せ
ん

　
 ぴ
ょ
う

初は
じ

め
て
彫ち

ょ
う
こ
く
と
う

刻
刀
を
使つ

か

い
、
板い

た

を

彫ほ

っ
て
版は

ん

を
つ
く
っ
た
の
だ
と
思お

も

う

の
で
す
が
、
彫ほ

る
線せ

ん

の
向む

き
を
考か

ん
が

え

た
り
、
ト
ラ
が
今い

ま

に
も
エ
サ
を
取と

り

そ
う
な
体か

ら
だ

の
形か

た
ち

を
よ
く
考か

ん
が

え
た
り
し

て
つ
く
っ
た
の
が
伝つ

た

わ
っ
て
き
て
、

力り
き

作さ
く

だ
と
思お

も

い
ま
し
た
。
黒く

ろ

色い
ろ

で

刷す

っ
た
後あ

と

に
、
着

ち
ゃ
く

色し
ょ
くし
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
色い

ろ

合あ

い
も
き
れ
い
で
、
作さ

く

品ひ
ん

に
と
て
も
合あ

っ
て
い
て
す
て
き
で

す
。

１
ぴ
き
の
ト
ラ

八
王
子
市
立
弐
分
方
小
学
校
（
４
年
）　　

鈴す

ず

き木
　
幸ゆ

き

な和
さ
ん
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版画の部版画の部

金
賞

選
評

せ
ん

　
 ぴ
ょ
う

ネ
コ
が
春は

る

の
ひ
だ
ま
り
の
中な

か

、
気き

持も

ち
よ
さ
そ
う
に
昼ひ

る

寝ね

を
し
て
い
る

様よ
う

子す

へ
の
暖あ

た
た

か
い
ま
な
ざ
し
が
伝つ

た

わ
っ
て
く
る
作さ

く

品ひ
ん

で
す
。
背は

い

景け
い

の
線せ

ん

を
彫ほ

る
向む

き
と
、
ネ
コ
の
体か

ら
だ

の
線せ

ん

を

彫ほ

る
向む

き
を
よ
く
考か

ん
が

え
て
彫ほ

っ
て
い

る
の
で
、
ネ
コ
の
丸ま

る

さ
が
よ
く
分わ

か

り
ま
す
。
彫ほ

っ
た
ら
イ
ン
ク
を
つ
け

て
刷す

り
、
ま
た
彫ほ

っ
て
刷す

る
を
繰く

り

返か
え

す
、
掘ほ

り
進す

す

み
版は

ん

画が

で
す
が
、
色い

ろ

合あ

い
を
よ
く
考か

ん
が

え
て
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

で
き
て
い

て
す
ば
ら
し
い
と
思お

も

い
ま
し
た
。

い
つ
も
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
を

す
る
ね
こ
の
丸

瑞
穂
町
立
瑞
穂
第
四
小
学
校
（
５
年
）　　

斗と

ざ

わ澤
　
彩あ

や

か花
さ
ん
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版画の部版画の部

金
賞

選
評

せ
ん

　
 ぴ
ょ
う

一い
っ

版ぱ
ん

多た

色し
ょ
くの
版は

ん

画が

で
、
い
ろ
い
ろ

な
色い

ろ

を
使つ

か

っ
て
い
て
夕ゆ

う

日ひ

の
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
や
下か

部ぶ

の
草く

さ

の
色い

ろ

を
変か

え
る
と
こ
ろ
な
ど
に
工く

夫ふ
う

が
見み

ら
れ

ま
す
。
花は

な

や
緑み

ど
り

に
あ
ふ
れ
た
自し

然ぜ
ん

の

す
ば
ら
し
さ
を
表あ

ら
わ

し
て
い
る
と
思お

も

う

の
で
す
が
、
小ち

い

さ
な
ド
ン
グ
リ
や
キ

ノ
コ
を
配は

い

置ち

し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

佐さ

藤と
う

さ
ん
の
優や

さ

し
さ
を
感か

ん

じ
ま
し

た
。
花は

な

び
ら
の
線せ

ん

や
葉は

の
葉よ

う

脈み
ゃ
くの
線せ

ん

を
残の

こ

し
て
彫ほ

っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も

感か
ん

嘆た
ん

し
ま
し
た
。

夕
日
に
浮
か
ぶ
花

足
立
区
立
栗
原
小
学
校
（
６
年
）　　

佐さ

と

う藤
　
真ま

あ

や彩
さ
ん
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銀
賞

銀
賞

成
蹊
小
学
校
（
１
年
）　　

斜な
な
も
り森

　
咲さ

き希
さ
ん

い
る
か
の
か
ぞ
く

絵
画
造
形
サ
ー
ク
ル
（
１
年
）　　

大お
お
こ
し越

　
萌め

い衣
さ
ん

ね
こ



版画の部版画の部

57

銀
賞

銀
賞

世
田
谷
区
立
山
野
小
学
校
（
２
年
）　　

矢や

と

う藤
　
滉こ

う

た大
さ
ん

走
っ
て
い
る
イ
ノ
シ
シ

光
塩
女
子
学
院
初
等
科
（
２
年
）　　

丸ま
る
や
ま山

　
凛り

ん

さ
ん

メ
ス
に
吸
収
さ
れ
る

チ
ョ
ウ
チ
ン
ア
ン
コ
ウ
の
オ
ス
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銀
賞

銀
賞

ぞ
う
の
ふ
う
ふ

中
央
区
立
常
盤
小
学
校
（
３
年
）　　

山や
ま
ざ
き㟢

　
恵え

で

ん伝
さ
ん

江
戸
川
区
立
東
小
岩
小
学
校
（
３
年
）　　

今い
ま
む
ら村

　
瑞み

ず

き希
さ
ん

雪
ふ
る
カ
ラ
フ
ル
な
町



版画の部版画の部

59

銀
賞

銀
賞

中
野
区
立
啓
明
小
学
校
（
４
年
）　　

吉よ
し
ざ
き㟢

　
新に

な那
さ
ん

し
ん
ぴ
の
海

荒
川
区
立
第
五
峡
田
小
学
校
（
４
年
）　　

野の

だ田
　
凌り

ょ
う
ま万

さ
ん

こ
れ
が
ぼ
く
の
笑
顔
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銀
賞

銀
賞

瑞
穂
町
立
瑞
穂
第
四
小
学
校
（
５
年
）　　

関せ
き
ぐ
ち口

　
嵐あ

ら

た大
さ
ん

ク
ジ
ラ
ン
と

ゆ
か
い
な
仲
間
た
ち

八
王
子
市
立
弐
分
方
小
学
校
（
５
年
）　　

仲な

か嘉
　
脩し

ゅ
う
ま磨

さ
ん

く
ま
サ
ー
カ
ス



版画の部版画の部

61

銀
賞

港
区
立
芝
小
学
校
（
６
年
）　　

篠し

の

だ田
　
侑ゆ

り里
さ
ん

祭
り
の
神
様
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審査員の先生〈敬称略〉 �麻
あさ

 　佐
さ ち こ

知子　新宿区立東戸山小学校主幹教諭（東京都図画工作研究会ゼミ担当）
齋
さいとう

藤 　貴
た か こ

子　荒川区立第二峡田小学校教諭（東京都図画工作研究会事務局庶務部長）

版画の審査を終えて

筆ふ
で

や
指ゆ

び

先さ
き

を
使つ

か

っ
て
画が

用よ
う

紙し

な
ど
に

直ち
ょ
く
せ
つ
え
が

接
描
く
の
と
比く

ら

べ
て
、
版は

ん

画が

は
手て

間ま

の
か
か
る
表

ひ
ょ
う
げ
ん現
方ほ

う

法ほ
う

で
す
。
ま
ず
、
版は

ん

を
つ
く
り
、
そ
れ
を
刷す

っ
て
写う

つ

す
と
い

う
二ふ

た

つ
の
段だ

ん

階か
い

が
あ
る
た
め
、
あ
る
程て

い

度ど

の
見み

通と
お

し
を
も
っ
て
制せ

い

作さ
く

を
進す

す

め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
版は

ん

づ
く
り
や
刷す

り
の
過か

程て
い

が
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
い
く

つ
か
の
段だ

ん

階か
い

に
分わ

か
れ
て
い
る
複ふ

く

雑ざ
つ

な

工こ
う

程て
い

の
版は

ん

画が

も
あ
り
ま
す
。
思お

も

い
つ
く

ま
ま
勢い

き
お

い
の
ま
ま
に
す
す
め
る
こ
と
も

で
き
る
描え

が

く
活か

つ

動ど
う

と
ち
が
っ
て
、
版は

ん

画が

の
製せ

い

作さ
く

は
よ
く
考か

ん
が

え
て
、
計け

い

画か
く

的て
き

に
す

す
め
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
の
で
す
。

指し

導ど
う

す
る
先せ

ん

生せ
い

も
、
版は

ん

を
つ
く
っ
た

り
刷す

っ
た
り
す
る
た
め
の
用よ

う

具ぐ

や
材ざ

い

料り
ょ
う、
写う

つ

し
た
り
乾か

わ

か
し
た
り
す
る
た
め

の
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
用よ

う

意い

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
手て

間ま

も
時じ

間か
ん

も
か
か
る
の
で
す
。

そ
れ
で
も
、
版は

ん

画が

な
ら
で
は
の
美う

つ
く

し
さ

や
版は

ん

画が

制せ
い

作さ
く

の
過か

程て
い

で
な
け
れ
ば
得え

ら

れ
な
い
学ま

な

び
は
多お

お

く
、
図ず

画が

工こ
う

作さ
く

の
教

き
ょ
う

科か

書し
ょ

で
は
各か

く

学が
く

年ね
ん

に
版は

ん

画が

の
題だ

い

材ざ
い

が
あ

り
ま
す
。

一い
ち

、
二に

年ね
ん

生せ
い

は
初は

じ

め
て
の
紙か

み

版は
ん

画が

や

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
ス
タ
ン
プ
版は

ん

画が

、
ロ
ー

ラ
ー
を
自じ

由ゆ
う

に
走は

し

ら
せ
て
生う

ま
れ
た
作さ

く

品ひ
ん

か
ら
、
子こ

ど
も
た
ち
が
楽た

の

し
く
取と

り

組く

ん
だ
様よ

う

子す

が
感か

ん

じ
ら
れ
ま
し
た
。

三さ
ん

、
四よ

年ね
ん

生せ
い

は
、
最も

っ
と

も
応お

う

募ぼ

点て
ん

数す
う

が

多お
お

く
、
紙か

み

だ
け
で
な
く
様さ

ま

々ざ
ま

な
凹お

う

凸と
つ

の

あ
る
材ざ

い

料り
ょ
うを
組く

み
合あ

わ
せ
た
作さ

く

品ひ
ん

や
、

彫ち
ょ
う
こ
く
と
う

刻
刀
を
初は

じ

め
て
使つ

か

っ
た
木も

く

版は
ん

画が

が
見み

ら
れ
ま
し
た
。
木も

く

版は
ん

画が

も
、
イ
ン
ク
で

刷す

っ
た
裏う

ら

側が
わ

か
ら
彩さ

い

色し
ょ
くす
る
な
ど
工く

夫ふ
う

し
た
技ぎ

法ほ
う

の
も
の
も
あ
り
、
子こ

ど
も
た

ち
が
、
次つ

ぎ

は
ど
う
な
る
か
ワ
ク
ワ
ク
し

な
が
ら
取と

り
組く

ん
だ
様よ

う

子す

が
伺う

か
が

え
ま
し

た
。五ご

、
六ろ

く

年ね
ん

生せ
い

は
高こ

う

学が
く

年ね
ん

ら
し
く
、
多た

色し
ょ
く
は
ん
版
画が

、
彫ほ

り
進す

す

み
版は

ん

画が

、
ス
テ
ン
シ

ル
版は

ん

を
重か

さ

ね
た
も
の
な
ど
、
さ
ら
に
複ふ

く

雑ざ
つ

な
工こ

う

程て
い

で
仕し

上あ

げ
る
作さ

く

品ひ
ん

が
見み

ら
れ

ま
し
た
。
ど
れ
も
、
出で

来き

上あ

が
り
の
効こ

う

果か

を
見み

通と
お

し
て
少す

こ

し
ず
つ
進す

す

め
て
ゆ
く

根こ
ん

気き

強づ
よ

さ
や
、
刷す

り
上あ

が
っ
た
と
き
の

達た
っ

成せ
い

感か
ん

が
伝つ

た

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

審し
ん

査さ

で
は
、
版は

ん

画が

ら
し
い
よ
さ
が
表

あ
ら
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
、
作さ

く

者し
ゃ

の
思お

も

い
が
強つ

よ

く
感か

ん

じ
ら
れ
る
作さ

く

品ひ
ん

を
選え

ら

ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最さ
い

後ご

に
な
り
ま
し
た
が
、
子こ

ど
も
た

ち
の
豊ゆ

た

か
な
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

を
引ひ

き
出だ

し
、
作さ

く

品ひ
ん

を
応お

う

募ぼ

し
て
く
だ
さ
っ
た
指し

導ど
う

者し
ゃ

、
保ほ

護ご

者し
ゃ

の
皆み

な

様さ
ま

に
心こ

こ
ろ

よ
り
感か

ん

謝し
ゃ

申も
う

し
上あ

げ

ま
す
。

審査中の齋藤貴子先生（左）、麻佐知子先生（右）
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学 校 名 作文 版画 合計

足立区立栗原小学校 8 8

足立区立千寿小学校 2 2

足立区立千寿常東小学校 4 4

足立区立東渕江小学校 1 1

足立区立平野小学校 178 178

荒川区立第五峡田小学校 81 81

江戸川区立小松川第二小学校 1 1

江戸川区立篠崎第三小学校 1 1

江戸川区立東小岩小学校 64 64

大田区立山王小学校 2 2

絵画造形サークル 16 16

葛飾区立こすげ小学校 20 20

北区立浮間小学校 4 4

国本小学校 2 2

光塩女子学院初等科 38 6 44

江東区立第二辰巳小学校 2 2

江東区立第六砂町小学校 3 3

小平市立小平第五小学校 14 14

品川区立浅間台小学校 1 1

聖徳学園小学校 1 1

白百合学園小学校 1 1

新宿区立市谷小学校 2 2

杉並区立永福小学校 1 1

杉並区立浜田山小学校 2 2

墨田区立中川小学校 41 41

墨田区立業平小学校 5 5

成蹊小学校 1 1 2

世田谷区立山野小学校 705 705

台東区立谷中小学校 1 1

中央区立明石小学校 1 1

学 校 名 作文 版画 合計

中央区立常盤小学校 50 50

筑波大学附属小学校 1 1

帝京大学小学校 17 17

東京学芸大学附属小金井小学校 1 1

東京学芸大学附属世田谷小学校 1 1 2

東京都立大塚ろう学校 31 31

東京都立大塚ろう学校　永福分教室小学部 23 23

東京都立大塚ろう学校　城東分教室小学部 10 18 28

東京都立光明学園 6 6

東京都立町田の丘学園 9 9

桐朋小学校 2 2

中野区立新井小学校 1 1

中野区立啓明小学校 1 1

練馬区下石神井小学校 2 2

練馬区立泉新小学校 31 31

八王子市立弐分方小学校 32 32

羽村市立小作台小学校 1 1

東久留米市立第二小学校 3 3

福生市立福生第一小学校 20 20

文京区立根津小学校 19 19

宝仙学園小学校 2 2

町田市立南大谷小学校 23 23

瑞穂町立瑞穂第二小学校 1 1

瑞穂町立瑞穂第四小学校 66 66

港区立芝小学校 6 6

武蔵野市立第三小学校 1 1

武蔵野市立第四小学校 1 1

明星小学校 4 4

目黒星美学園小学校 8 8

立教女学院小学校 1 1

総 合 計 153 1,450 1,603
（50音順）

応募いただいた学校と作品数
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作文の部作文の部作文の部作文の部
1 年 2年 3年 4年 5年 6年 合　計

応募作品数 13 20 13 17 71 19 153

応募学校数 10 13 9 9 10 8 32

版画の部版画の部
1 年 2年 3年 4年 5年 6年 合 計

応募作品数 186 214 267 478 220 85 1,450

応募学校数 7 8 10 19 16 6 32

応募作品数合計………1,603点

応募学校数合計……………60校

応募作品数・学校数

全労済東京推進本部

※作文の部、版画の部の両方、および複数の学年にご応募いただいた学校
があるため、各部の応募学校数の合計とは異なります。





東京推進本部
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